
  

 このコーナーでは、職員の趣味や特技を紹介します。今号は副病院長（歯科担当）に寄稿いただきました。       

  

第１２号 

 発行日  平成２８年１０月 

 

徳島大学病院 院内広報誌 

周術期チームの団結力アップ？？ 

編   集  広報委員会 

大学病院には、診療と研究に加えて人材育成という使命があります。この使命を果たすために、徳島大学病院では、医師や歯科医師の初期臨床研

修担当組織として卒後臨床研修センターがあり、さらに、すべての医療人のキャリア形成を支援することを目的としてキャリア形成支援センター

が設置されています。キャリア形成支援センターには、医師部門、歯科医師部門、看護職部門、医療技術職部門、事務部門があり、診療部署の医

科診療科、歯科診療科、看護部、診療支援部・薬剤部・栄養部、事務部とそれぞれ密接に連携しています。センターでは若手や指導者への講習会

参加助成や講習会開催助成を積極的に行うとともに、医師および歯科医師部門

では専門研修プログラムの推進、看護職部門ではキャリアレベル認定制度や院

内認定コースの運営、医療技術職部門では職種横断的研修会や栄養セミナーの

定期開催、事務部門では病院専任事務系職員のキャリアパス構築等に取り組ん

でいます。 

また、クリニカルアナトミー教育・研究センターでは、病院臨床研究倫理審

査委員会の審査・承認のもとに、医師と歯科医師が手術手技の研修や研究開発

を行っています。この取組みはスキルスラボを管理する医歯薬学研究部医療教

育開発センターとの連携で「高度医師・歯科医師育成のための卒前卒後一貫ト

レーニングプログラム構築」として第3期中期目標期間の重要な取組みに挙げら

れています。さらに、徳島県からの受託事業である総合的な医師確保対策を行

う組織として徳島県地域医療支援センターが設置され、地域医療機関や行政と

の連携の窓口を担っています。 

これらのセンターが対象とする医療職の種類や人数は膨大なものですが、そ

れぞれの目的と特徴を活かしながら密接に連携することで、医療人の生涯教

育・キャリア形成（continuing professional development）による人材育成に取り

組む必要があります。ご協力よろしくお願い致します。 

          病院長補佐（教育･研修･地域連携担当） 赤池 雅史  

平成28年4月より副病院長（歯科担当）に就任いたしました。歯科担当の

副病院長は、歯学部にとって旧歯学部附属病院長にあたる重要な役割を担っ

ており、その大きな責務と使命を痛感しています。 

 さて、医療現場で特に周術期におけるチーム医療の重要性は周知のことで

すが、そのチームの団結力をアップさせた？？のが、私にとってはスキーで

した。生まれて初めてのスキーは、愛媛県立中央病院麻酔科勤務時代。麻酔

科の先輩である故N先生に連れられて徳島大学の外科の先生や看護師さん達

と一緒に年末に野沢温泉へ行きました。暖冬で雪不足が続いた時期で、リフ

ト待ち2時間、朝5時に起き旅館で握ってもらったおむすびを頬張りながらリ

フトが動き出すのを待つという過酷なスキーでしたが、見たことのない美し

い雪景色と風を切って滑る爽快感にハマりました。その後もローテーターの

先生や手術部の皆を誘って、当直のない週末は兵庫県のハチ北まで、ひたす

ら一般道を走りフェリーに乗って5時間くらいかけて通いました。またある

ときは、長野の志賀高原まで徹夜で運転するなど、一時は熱に浮かされたよ

うでした。年を経てからは、最も短い移動時間でゲレンデに立てるよう伊丹

空港経由で北海道のルスツやニセコに行くことが多くなりました。メンバー

は麻酔科や泌尿器科，整形外科の先生達。リゾートスキーとは対極で、時に

は昼食ぬき、夕食後は自衛隊の訓練のごとく凍るナイターに繰り出しまし

た。手術部の看護師さんには、麻酔科のスキーはお茶をする時間もないし合

宿みたいだとよく言われたのも今考えるともっともなことですが、どれもと

ても楽しいツアーでした。一緒にスキーに行ったメンバーとはおかげでス

ムーズに仕事もできたと思っています。この何年かスキーからは少し遠ざ

かっていますが、骨折して整形の先生のお世話にならない程度にゆったりと

楽しめればいいなと思っています。皆さんもぜひチームでよく遊び、団結力

を高めませんか？                                                                 

                 副病院長（歯科担当） 北畑 洋                       

「Harmony」は、病院職員を対象に、院内情報の伝達や職員のコミュニケーションの活性化などを目的として発行しております。行事やイベ

ントなどのNEWSや院内で周知してほしいTOPICSなどがありましたら、どんどん病院総務課広報・企画係（bsoumuss1@tokushima-u.ac.jp）ま

でお寄せください。また、「Harmony」で取り上げたら良いと思うテーマなど、ご意見・ご提案もお待ちしています。 

NEWS・イベント大募集！ 
 

教育･研修･地域連携の事業について   

富良野のスキー場で全員集合 

ルスツで吹雪の中、髭も凍っています 

このコーナーでは，病院でとりくんでいる様々な事業を紹介します。 

安比高原のゴンドラにて 



病院ＮＥＷＳ 

ふれあい看護体験‘１６を実施しました 
平成28年7月26日（火）に、看護職に興味がある徳島市内の高校3年生49名が参加し、「ふれあい看護

体験‘16」を開催しました。永廣病院長挨拶、岸田教授による保健学科看護学専攻の紹介、高開看護部

長による看護部紹介の後、14部署に分かれて看護師とともに看護体験を実施し、午後からはスキルスラ

ボでの実習、手術室、脳卒中センター等の見学を行いました。高校生からは「実際の看護や医療の現場

を見ることができ、やりがいを感じた」「とても素敵な仕事であり、一層看護師になりたいという気持

ちが強まった」等の意見が多く、将来の進路を考える上で貴重な体験になったようでした。 

市民ギャラリー  

ファン アン トン写真展 

日時：平成28年8月1日(月)～ 

    平成28年10月31日（月）    

場所：市民ギャラリー 

   （中央診療棟1階） 

院内阿波踊りを開催しました 
平成28年8月10日（水）、外来診療棟のアメニティテラスで毎年恒例の院内阿波踊りが

開催されました。 

栄養学連（栄養学科学生）、看護部有志、あゆみ保育園園児らが登場し会場は一気に阿

波踊りの熱気に包まれました。そして、すだちくん、トクシィ、かつうらがわに～が事務

部有志の演奏に合わせて踊りを披露したあと栄養学連による迫力ある舞台踊り、輪踊りと

続き会場に集まった方々は阿波踊りの雰囲気を楽しんでいました。 

徳島大学病院人工呼吸セミナー： 

ワークショップ 

日時：平成28年11月5日（土）9時00分から受付    

場所：総合研究棟2階、3階 スキルスラボ、セミナー室 

対象：病院職員 

連絡先：ER･災害医療診療部 大藤純 

    （内線９３４７） 

  

 診療支援部では、将来、医療技術者として働く優秀な人材を確保するため、夏休みに中学生と高校生を対象とした職場体験を行っていま

す。生徒さんが、医療現場で活躍する医療技術職の仕事を体験して、進路選択の一つとして考えてくれることを期待しています。特に応募者

がこの2年間で急激に増加しているため、選抜して開催していますが、中央診療施設のご協力に心から感謝しております。  

          

医療技術職員職場体験を開催しました（平成28年8月23日、25日） 

  

TOPIC 

ボランティア活動員への感謝状贈呈式･懇談会を実施しました 

平成28年9月1日（木）、日亜ホールBlueでボランティア活動員への感謝状贈呈式と懇談会を行いました。 

感謝状贈呈式では、ボランティア活動員として熱心に活動されている方々に感謝状を贈呈しました。また、永年にわたり

ボランティア活動員として活動を継続され、大学病院に多大なる貢献をされた活動員の方に永年感謝状を贈呈しました。 

感謝状贈呈式に続いて行われたボランティア活動員の方々と病院長、ボランティア委員会のメンバー等との懇談会では活

動員の方から病院でのボランティア活動をさらに活発にする貴重なご意見をいただきました。 

  
第5回徳島大学病院災害対策訓練を実施しました 

平成28年9月10日（土）に第5回徳島大学病院災害対策訓練を実施しました。この訓練は大規模災害発生時に本院へ被災者を

受け入れるに当たり、災害対策本部や患者受入体制が十分機能するかどうかを確認することを目的としています。参加した約

200人の本院スタッフおよび消防署職員は緊迫した場面に真剣に向き合い、災害時医療の重要さについて再確認しました。 
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